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１
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

〇
対
策
本
部
の
開
催
状
況

　

令
和
２
年
２
月
26
日
に
「
新
冠
町

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
」
を
設
置
し
て
以
来
、
規
模
を

縮
小
の
上
、
連
日
、
定
例
の
本
部
会

議
を
開
催
し
、
管
内
に
お
け
る
新
規

感
染
者
の
発
生
状
況
な
ど
の
確
認
、

情
報
の
共
有
と
町
内
で
感
染
者
が
確

認
さ
れ
た
場
合
、
速
や
か
に
対
応
や

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
体
制
を
維

持
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

〇
感
染
状
況
等

　

新
規
感
染
者
数
は
若
干
の
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
年
末
年
始
に
向

け
て
さ
ら
な
る
感
染
拡
大
も
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

感
染
対
策
を
継
続
し
て
実
施
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〇
恵
寿
荘
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
発
生

　

11
月
29
日
に
看
護
師
１
名
が
陽
性

と
判
明
し
ま
し
た
。
翌
日
、
11
月
30

日
に
入
所
者
２
名
が
陽
性
と
判
明
し

た
た
め
、
速
や
か
に
他
の
入
所
者
お

よ
び
職
員
全
員
に
対
し
て
検
査
を
実

施
し
全
員
陰
性
と
確
認
さ
れ
ま
し
た

が
、
保
健
所
か
ら
入
所
者
は
全
員
濃

厚
接
触
者
と
み
な
し
、
施
設
全
体
を

汚
染
区
域
と
設
定
す
る
よ
う
指
導
が

あ
り
、
職
員
は
防
護
服
を
着
用
、
入

所
者
は
居
室
に
と
ど
ま
り
入
浴
を
中

止
し
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
12
月
２
日
か
ら

５
日
に
か
け
て
さ
ら
に
入
所
者
３

名
、
職
員
３
名
が
陽
性
と
判
明
し
、

累
計
は
入
所
者
５
名
、
職
員
４
名
、

計
９
名
と
な
り
、
北
海
道
か
ら
ク
ラ

ス
タ
ー
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

罹
患
者
は
恵
寿
荘
内
で
隔
離
さ

れ
、
診
療
所
医
師
に
よ
る
治
療
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
１
名
に

つ
い
て
は
、
指
定
医
療
機
関
に
救
急

搬
送
さ
れ
、
入
院
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
間
、
保
健
所
か
ら
現
地
指
導

を
受
け
、
施
設
内
の
感
染
拡
大
防
止

に
努
め
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
で
濃
厚
接
触
者
の
待
機

期
間
が
終
了
し
、
一
部
制
限
が
緩
和

さ
れ
ま
し
た
が
、
療
養
期
間
は
12
月

14
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
を

講
じ
て
い
き
ま
す
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

11
月
30
日
現
在
に
お
け
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
状
況
は
、
町
民
全
体
で
対
象

者
が
５
０
５
５
名
に
対
し
、
１
回
以

上
接
種
さ
れ
て
い
る
方
が
４
２
３
５

名
で
接
種
率
で
は
、
83
・
８
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

年
代
別
で
は
、
５
歳
か
ら
11
歳
ま

で
の
小
児
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
率
が

14
・
８
％
、
う
ち
３
回
目
接
種
者
は

７
・
７
％
で
す
。

　

次
に
12
歳
以
上
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
対
象
者
に
対
す
る
接

種
率
は
42
・
４
％
で
す
。

　

年
代
別
で
は
10
代
か
ら
20
代
は

22
・
６
％
、
30
代
か
ら
50
代
は
36
・

７
％
、
60
代
以
上
は
55
・
２
％
の
接

種
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
　
道
の
駅
整
備
事
業
の
一
時
留
保

に
つ
い
て

　

現
在
の
新
冠
町
を
振
り
返
っ
た
と

き
、
大
型
建
設
事
業
の
実
施
に
は
、

多
額
の
借
り
入
れ
で
あ
る
起
債
は
避

け
ら
れ
ず
、
そ
の
償
還
の
多
く
は
、

将
来
世
代
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

ほ
か
、
多
額
の
負
債
は
財
政
の
硬
直

化
を
招
く
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

今
、
事
業
期
間
を
同
じ
く
す
る
道

の
駅
整
備
事
業
と
国
保
診
療
所
建
て

替
え
整
備
事
業
、
並
び
に
防
災
関
係

事
業
な
ど
の
大
型
事
業
を
同
時
並
行

し
て
進
め
る
こ
と
は
、
町
の
財
政
運

営
上
か
ら
も
適
切
な
判
断
で
は
な
い

と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
町
民
生
活
に

不
可
欠
な
医
療
福
祉
の
充
実
に
つ
な

が
る
国
保
診
療
所
建
て
替
え
整
備
事

業
お
よ
び
防
災
対
策
事
業
を
先
行
さ

せ
、
一
旦
、
道
の
駅
整
備
事
業
の
推
進

を
留
保
す
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

こ
の
決
断
は
多
角
的
な
検
討
結
果
の

議　会
-第４回定例会 -

町
長
行
政
報
告

報
告
に
基
づ
き
判
断
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
道
の
駅
整
備
事
業
に

関
し
て
は
、
事
業
実
施
を
前
提
に
協

議
説
明
を
各
所
で
行
っ
て
お
り
、
期

待
を
寄
せ
る
町
民
の
方
々
も
多
く
い

る
か
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
思
い
に
、

今
応
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
無
念
の
一

語
に
尽
き
ま
す
が
、
町
の
将
来
を
考

え
る
が
故
に
一
旦
、
立
ち
止
ま
る
べ

き
と
判
断
し
た
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

道
の
駅
整
備
事
業
は
、
新
冠
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
後
の
人
流
を
踏

ま
え
、
ま
た
運
営
を
含
め
た
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
の
協
議
を
今
後
継
続

し
、
よ
り
充
実
し
た
整
備
計
画
を

も
っ
て
道
の
駅
整
備
事
業
の
「
実
現
」

に
当
た
る
所
存
で
す
。

３
　
第
三
セ
ク
タ
ー
株
式
会
社
新
冠

ヒ
ル
ズ
の
清
算
結
了
に
つ
い
て

　

第
三
セ
ク
タ
ー
の
解
散
は
、
本
年

10
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
株
式
会
社

新
冠
ヒ
ル
ズ
臨
時
株
主
総
会
に
お
い

て
「
決
算
報
告
承
認
の
件
」
が
出
席

株
主
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
承
認
可

決
さ
れ
た
こ
と
で
、
法
人
の
終
焉
で

あ
る
清
算
結
了
を
迎
え
、
こ
の
こ
と

を
も
っ
て
株
式
会
社
新
冠
ヒ
ル
ズ
は

法
人
と
し
て
消
滅
し
ま
し
た
。

　

出
資
と
い
う
形
で
ま
ち
づ
く
り
を

支
え
て
き
て
い
た
だ
い
た
株
主
の
皆

さ
ま
に
は
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、

こ
れ
ま
で
の
ご
厚
情
は
、
ま
ち
づ
く

り
を
一
層
明
る
い
も
の
と
す
る
こ
と

で
、
お
応
え
す
る
所
存
で
す
。

４
　
町
政
懇
談
会
の
結
果
報
告

に
つ
い
て

　

各
自
治
会
を
対
象
に
し
た
町
政
懇

談
会
は
、
11
月
21
日
か
ら
29
日
の
間
、

11
会
場
に
お
い
て
、
34
自
治
会
を
対

象
に
開
催
し
、
町
政
に
係
る
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
、
質
問
は
、「
河

川
・
道
路
に
関
す
る
こ
と
」
、
「
ヒ
グ

マ
な
ど
有
害
鳥
獣
に
関
す
る
こ
と
」

そ
し
て
「
避
難
路
を
は
じ
め
防
災
・

減
災
に
関
す
る
こ
と
」
な
ど
、
幅
広

い
事
項
に
お
よ
び
、
受
け
た
意
見
、

質
問
に
対
し
て
町
の
現
状
、
考
え
を

お
伝
え
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り

を
町
民
と
共
に
考
え
、
共
通
の
視
点

で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
実
感
し

た
次
第
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
町
政
懇
談
会
で
は
、

自
治
会
の
ほ
か
に
、
新
た
に
認
定
こ

ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
保
護
者
会
役
員
、

お
よ
び
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
の
懇
談

会
を
11
月
29
日
に
開
催
し
た
ほ
か
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
女
性
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
議
と
の
町
政
懇
談
会
を
12
月

５
日
に
、
ま
た
、
12
月
６
日
に
は
新

冠
中
学
校
３
年
生
と
の
町
政
懇
談
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
と
の
懇
談
会
に
お
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
を
真
摯
に
考
え
て
い
る
姿
に
触
れ
、

町
と
し
て
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
よ

り
一
層
決
意
し
、
ま
た
、
女
性
コ
ミ
ュ

イ
テ
ィ
会
議
と
の
懇
談
会
で
は
、
日

常
生
活
で
抱
え
る
問
題
や
買
い
物
事

情
に
関
す
る
問
題
な
ど
、
女
性
か
ら

見
た
ま
ち
づ
く
り
の
意
見
、
質
問
を

い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

多
角
的
な
視
点
で
捉
え
る
必
要
性
を

強
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
と
の
町
政
懇
談
会

は
、
地
方
自
治
へ
の
理
解
を
深
め
、

主
権
者
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
た

中
学
校
の
社
会
科
の
授
業
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
中
学
生
か
ら

の
要
望
な
ど
は
生
活
に
根
差
し
た
事

項
か
ら
地
域
ご
と
の
要
望
ま
で
幅
広

い
事
項
に
お
よ
び
、
生
徒
達
が
地
域

を
振
り
返
り
、
真
剣
に
考
え
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
、
さ
ら

に
は
中
学
生
な
ら
で
は
の
斬
新
さ
に

深
く
感
銘
し
た
次
第
で
す
。

５
　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
受
給

者
証
交
付
漏
れ
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
、
重
度
心
身
障
害
者
に

対
す
る
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い

て
、
本
来
助
成
す
べ
き
対
象
者
に
対

し
、
受
給
者
証
を
交
付
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
の
自

己
負
担
額
を
多
く
負
担
さ
せ
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
の
で
処
理
顛

末
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事

業
は
北
海
道
よ
り
、
２
分
の
１
の
補

助
を
受
け
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、

対
象
者
は
主
に
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
で
障
害
程
度
が
重
度
の
方
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
交
付
漏
れ
は
、
医
療

保
険
が
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
医

療
費
の
自
己
負
担
が
３
割
の
方
々
に

つ
い
て
、
自
己
負
担
割
合
や
所
得
状

況
の
確
認
漏
れ
に
よ
り
本
来
交
付
す

べ
き
受
給
者
証
の
交
付
を
逸
し
て
い

た
も
の
で
す
。

　

事
実
確
認
後
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
創
設
時
の
平
成
20
年
度
ま
で
遡

り
事
務
作
業
の
検
証
を
実
施
し
た
結

果
、
事
務
誤
り
は
平
成
29
年
度
以
降

に
発
生
し
、
対
象
者
が
８
名
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
ほ
か
、
受
給
者
証

の
交
付
漏
れ
に
よ
り
対
象
者
が
多
く

負
担
し
た
医
療
費
は
、
平
成
29
年
度

か
ら
令
和
４
年
度
分
ま
で
で
総
額

１
３
２
万
４
千
４
４
３
円
と
な
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

次
に
対
象
者
へ
の
対
応
で
す
が
、

９
月
末
、
対
象
者
全
員
へ
自
宅
訪
問

の
上
、
報
告
・
謝
罪
を
行
い
、
10
月

初
旬
に
過
大
に
負
担
さ
れ
て
い
た
医

療
費
の
返
還
処
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
道
の
補
助
事
業
で
あ

り
ま
す
の
で
、
道
に
対
し
本
事
案
の

報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
道
に
お

い
て
も
補
助
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て

第４回定例会

　12 月 13 日に招集された第４回定例町議会は、12 月 16 日、全日程を終えて閉会しました。

　今定例会では、鳴海町長、奥村教育長の行政報告のほか、令和４年度の補正予算などが審議されました。

　町長と教育長の行政報告の概要についてお知らせします。


